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1. 問 題
11 発達障害とは
発達障害とは, 精神遅滞 (知的障害), 自閉症,
学習障害, 注意欠陥/多動性障害, 脳性麻痺, て
んかんなど, 発達期に起こるいくつかの障害を包
括した障害概念である (太田, 宮崎, 中坪, 2006)｡

















害をもつ生徒の学習指導｣ が, 教師ニーズの 70
％を超えていた (石隈, 1999)｡ この約 10年後の
荒木・中澤 (2008) が行った小・中学校, 高校の
教師 118名に対する ｢スクールカウンセラーに対
するニーズ調査｣ においても, ｢情緒不安定な子
供の問題｣ への対応が 72％, ｢LD. ADHD (可能
性を含む) 子供の問題｣ への対応が 46％であっ




スメントや具体的支援法を, 事例を通して論じることにある｡ 広汎性発達障害, 注意欠陥/多動性障害を合併し
た児童, 軽度精神遅滞児, 中等度精神遅滞を合併した脊髄性筋委縮症の児童の 3人に対し, 通常学級で必要とな
る社会的スキルや対処法, 学習支援法, 心理支援など現場での理解や支援の具体例を示した｡ また, 精神遅滞を
合併した脊髄性筋委縮症の事例に関しては, 教師や保護者へのコンサルテーションを含む教育現場での連携作り
の重要性と支援立場による限界についても論じる｡















































































スペルガー障害 (Asperger’s Disorder) と言う｡
























peractivity Disorder) とは, 極端な多動や注意
集中, 衝動性が見られる発達障害のことである｡





















る｡ DSMⅣTRにおいて, IQが 50～70未満軽
度である場合を軽度, 35～55未満程度が中等度,
20～40未満程度を重度, 20～25程度以下が最重
度に分類される｡ 男女差はなく, 有病率は約 1％
とされるが, 軽度を含めると 3～4％に上ると想
定される (松坂, 2006)｡ また, 適応機能におい






























































































































































































父親 (会社員), 母親 (主婦), 姉 (中学 3年生),
















Ⅰ. 大人や子どもに関係なく, 人懐っこい｡ し
かし, 級友に注意される場面では ｢うるさい｣











Ⅰ. 級友は, 授業中に B男が寝ないように起
こすが, B男が怒って暴言を吐くため, ｢い




























① X年 4月～X年 7月





























































した｡ 検査の結果は全 IQ 69, 言語性 IQ 70, 動























































































ツ Dubowitz病), Ⅲ型：軽症型 (別名：クーゲ
ルベルグ・ウェランダー Kugelberg-Welander
病) と, 成人期に発症するⅣ型に分類される｡ 有










哺乳困難, 嚥下困難, 誤嚥, 呼吸不全を伴う｡ Ⅱ
型は支えなしの歩行が困難である｡ 舌の痙攣, 手
指の振戦, 成長に伴う関節拘縮と側彎が著明にな
























Ⅴを行った｡ 生活年齢 (CA) 9歳 5か月に対し,
精神年齢 (MA) が 4歳 2か月, 知能指数 (IQ)
は 44であった｡ 身体機能の問題により, 動作の
面で出来ない部分もあった (制限時間内に刺激物
の完成, 積木数えを指でさしても一つ飛ばしで数
える等) が, 属性の分類 (魚の絵を見て ｢鳥｣,




Ⅰ. 3年生の初め (8歳 0ヶ月時点) では, 眼
球運動の視力面から, 筆記の際に上手く文字
を追えていないことや見ていないことが分か
る｡ 支援担当教諭によると, 学習面から, 知
的にも遅れ始めていると判断される (4～5
歳程度)｡


























































物井・鈴木 (2006) によれば, 発達障害児の多
くは人に頼る事が苦手であり, 孤立しがちである｡
そのため, ｢人に頼る力｣ をつけることが重要で

































ている｡ ただ, 暗算することは出来ない (例：
15円＋5円, 20円＋5円など)｡
生活面においては, 次のことを実施した｡













② 給食では, なるべく級友と話をし, 友達と
助け合いをしていけるように, 報告者が側に
付くのをやめ, 班のみで食べるようにした｡











環境面では, 担任は, 通常授業で A子を
重点的に見ることは出来ない｡ その他は, 担
任, カウンセラー, 支援担当教諭, 教育実習
生 (大学生) の 4名が主としてサポートする


























































文字数が 2～40字程度に増えた｡ 次に, 算数では
基本とする数の概念 (足していくことで数が増え









































例 2では, 保護者の理解が十分でないにしろ, 学
校や他機関と連携して B男に適した対応を模索
し, 特別支援学級を視野に入れるなどの方向性を




























































































砥敬三 (2004). 学校全体の対応 児童心理臨時増
刊, 807, 5357.
柳本雄次 (2001). 選ぶ教育を支える 特別な教育
的ニーズと特別学校の役割 発達障害研究,
23( 3 ), 164170.
発達障害児に対する学習生活支援 181
文 献
